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研究成果の概要 

CO2 還元反応は、エネルギー・環境問題の解決を目的として、国内外を問わず盛んに研究され

ている。本研究では、電気や光のエネルギーのアシストにより高選択的かつ高速で CO2 を還元す

る新しい固体触媒の創出を目的として、新物質の探索と機能開拓を行っている。 

これまで光エネルギーを利用して CO2から有用物質を得る研究では、貴金属や希少金属からな

る触媒が用いられており、資源的制約の観点から代替材料の開発が求められていた。前年度に

我々は鉛-硫黄結合をもつ配位高分子光触媒「KGF-9」が 500 nm 程度までの可視光に応答し、

CO2 を水素の生成・貯蔵に有用なギ酸へと高選択的に変換できることを見出していた。本年度は

新規な合成ルートを開拓して高品質な KGF-9 を得て、CO2―ギ酸変換反応のみかけの量子収率

を従来の 2.6%（at 400 nm）から 5.9%に向上させることに成功した。さらには、有毒な鉛を用いない

新たな光触媒として、スズを中心元素とする配位高分子「KGF-10」を用いると、みかけの量子収率

9.8%で CO2―ギ酸変換を高選択的に進行できることも見出した。 

本 CREST 前田チームが一体となった研究成果として、H–濃度の違いがもたらす BaTiO3–xHxの

局所構造を Raman 分光と X 線吸収分光により明らかとした。H–のドープ量が比較的大きい場合

（x≥0.2）、初期の正方晶相に立方晶相が誘起されることがわかった。一方、BaTiO3–xHx の TiO6 八

面体の対称性は、ドープされた H–量に強く影響されること、Ti[111]変位の局所的な歪みは H–の増

加とともに緩和され、正方晶から立方晶への構造変化を引き起こすことが明らかになった。BaTiO3–

xHxは CO2多電子還元に有効な電気化学触媒であり、本成果は CO2還元反応条件下での触媒構

造を解明する in situ測定に向けた重要なものとなる。 
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